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私がなぜこのシマフクロウをポスターに描いたかというと、それは

ただ、私自身が「この鳥を守りたい。守って欲しい。」と強く感じた

からです。今、シマフクロウの生息地は年々減少しており、豊かな森

を失い、エサを失い、仲間を失ったシマフクロウたちは、絶滅の危機

に瀕しています。 

 しかし、そんな現状を巻き起こしたのも、シマフクロウの豊かな暮

らしを荒らしたのも全て、私たち人間の責任であったと、今回ポスタ

ーを描くにあたって、私は初めて知りました。 

 だから私は、そんなシマフクロウを守れるのは、守っていくべきな

のは私たち人間自らでなければいけない、そう感じました。ポスター

の中のフクロウの目は「これ以上、森を壊さないで。」という私たち

への訴えを伝えています。隣のヒナの目は「私たちを助けて。」とい

う悲しみのメッセージを伝えています。そんな鳥たちの思いが、この

ポスターを通じてみなさんに伝わればいいと思い、私はこのポスター

を描きました。 


